
 
 

 
 
 

サービスロボット用小形モータ技術 
 
 

サービスロボット用小形モータ技術調査専門委員会編 
 
 

     
目    次 

 

 

1. まえがき 3 
1.1 サービスロボット産業 3 
1.2 調査項目 4 

2. モータアクチュエータの動向 5 
2.1 はじめに 5 
2.2 安全とモータアクチュエータの動向 5 
2.3 モータアクチュエータの課題とその対応 5 
2.4 おわりに 10 

3. モータの小形･高効率化の動向 11 
3.1 はじめに 11 
3.2 エアコン用モータ 11 
3.3 洗濯機用モータ 15 
3.4 掃除機用モータ 16 
3.5 おわりに 16 

4. ステッピングモータのロボット制御への応用 
の動向 17 

4.1 はじめに 17 
4.2 ステッピングモータの基本駆動特性 17 
4.3 ステッピングモータのロボット制御への 

応用 18 
4.4 おわりに 21 

5. モータ用軟磁性材料技術の動向 22 
5.1 はじめに 22 
5.2 高効率モータ性能と電磁鋼板への要求特性 22 
5.3 モータ用電磁鋼板利用技術の動向 25 
5.4 おわりに 27 

6. 動力伝達機構－減速機（ギヤボックス） 28 
6.1 はじめに 28 
6.2 減速機に求められるもの 28 
6.3 減速機の種類 29 
6.4 減速機の使用例 30 
6.5 おわりに 31 

7. サービスロボットの用途別電源の動向 32 
7.1 はじめに 32 

 

 
 

7.2 サービスロボットの用途別分類 32 
7.3 サービスロボット用電源の種類 33 
7.4 サービスロボット用電源に要求される性能 34 
7.5 サービスロボット用電源の特徴 34 
7.6 おわりに 35 

8. 人のインタラクションを可能にするモータ 
制御の動向 36 

8.1 はじめに 36 
8.2 人との協調作業を容易にする要素技術 36 
8.3 一体アクチュエータ 37 
8.4 ロボットアームの制御 38 
8.5 おわりに 39 

9. モータ小形化に寄与するシミュレーション 
技術の動向 40 

9.1 はじめに 40 
9.2 損失解析技術 40 
9.3 温度解析技術 43 
9.4 熱―磁界連成解析技術 44 
9.5 おわりに 45 

10. 自動車予防安全技術の動向 47 
10.1 はじめに 47 
10.2 センシング技術の動向 48 
10.3 車両制御技術の動向 49 
10.4 移動体サービスロボットへ 50 
10.5 おわりに 51 

11. モータ、センサに適用される安全規格の動向 52 
11.1 はじめに 52 
11.2 サービスロボット安全規定の現状 52 
11.3 安全設計のリスク評価手順 53 
11.4 安全認証の考察 55 
11.5 安全規格商品の動向 57 
11.6 おわりに 57 

12. あとがき 58 

   

Sample : DO NOT PRINT



 
 

 
 
 

サービスロボット用小形モータ技術調査専門委員会委員 
 
 

委 員 長 

幹  事 

幹  事 

幹事補佐 

委  員 

 

石 川 赴 夫 

遠 藤 佳 宏 

三 浦  武  

上 田 武 史 

園 田 大 輔 

高 橋  久  

高 部 義 之 

中津川 潤之介 

服 部 知 美 

 

( 群 馬 大 学 ) 

( ケ ー ヒ ン ) 

( 秋 田 大 学 ) 

(ジェイテクト ) 

(パナソニック ) 

(静岡理工科大学) 

( ア ス モ ) 

( 日 立 製 作 所 ) 

(静岡理工科大学) 

 

 委  員 

 

馬 場 一 樹 
馬 場 和 彦 
福 島 哲 治 
正 木 耕 一 
松 原  健  
森 田 郁 朗 
山 崎 克 巳 
脇 坂 岳 顕 
 

( ス ズ キ ) 

( 三 菱 電 機 ) 

( ソ ニ ー ) 

(多摩川精機販売) 

(ジェイテクト ) 

( 徳 島 大 学 ) 

(千葉工業大学 ) 

( 新 日 鐡 住 金 ) 

 

 

Sample : DO NOT PRINT



 

1. まえがき 

近年，様々な分野で活躍するサービスロボットを目にす

るようになってきた。例えば，自動掃除ロボット，犬など

を模したペット用ロボット，前立腺摘出手術が保険適用に

なっている手術支援ロボットなどがある。回転機技術委員

会サービスロボット用小形モータ技術調査専門委員会が，

現在ロボットの中で大きな市場を占めている「産業用ロボ

ット（製造業用ロボット）」以外の分野をサービス用ロボッ

トとして，そこで使用される要素技術について調査を行っ

た結果を本技術報告として纏める。 
 

1.1 サービスロボット産業 
 
図 1.1 および表 1.1 に日本のロボット産業の市場規模予

測を示す(1)。2015～2035 年の推定は平成 22 年度ロボット産

業将来市場調査（経済産業省・NEDO）によるものである。

表より，製造分野を除いたロボット産業の将来市場は，足

下推定値 0.2 兆円から 2035 年には 7.0 兆円にまで成長する

という予測である。 
この表の各分野において，現在実用化あるいは開発され

ているロボットを紹介すると，以下の様になる。製造分野

の自動車産業や電機産業において，溶接ロボットや組立ロ

ボットなどが幅広く利用されている。農業用ロボットでは，

日本で自動田植えロボットが開発中である。畜産ロボット

では，乳牛の搾乳ロボットなどが実用化されている。バイ

2015～2035 年の推計は平成 22 年度ロボット産業将来市場調査（経産省・NEDO）による 

図 1.1 日本のロボット産業の将来市場予測 
Fig.1.1  Market forecast of robot industry in Japan 

 出典：経済産業省産業機械課：「ロボットの将来市場予測を公表」，平成

22 年 4 月 23 日 

表 1.1 各分野の将来市場予測 
Table 1.1  Market forecast in the future in each field 

出典：経済産業省産業機械課：「ロボットの将来市場予測を公表」，平成 22 年 4 月 23 日 
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